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演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業は以下のとおりです。
木下ゆり 過去1年間を通じて

<受託研究> 公益財団法人味の素ファンデーション

『どんなときも♪レシピ』と「食の防災」の啓発活動の取組

～東北復興応援事業「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」からの展開～

木下  ゆり 1）2）     三浦  優佳 3）      原  裕樹 3） 山田  幹夫 3） 齋藤  由里子 3） 
久地井  寿哉 2）    黒田  藍 2）4）     福田  吉治 2）4）

1）東北生活文化大学短期大学部
2）ふれあいの赤いエプロンプロジェクト評価チーム
3）公益財団法人味の素ファンデーション（TAF）
4）帝京大学大学院公衆衛生学研究科

第32回日本健康教育学会学術大会 ラウンドテーブル RT-06



図 1  ふれあいの赤いエプロンプロジェクト アクションリサーチ関係図
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プロジェクトを一緒に実施・評価しながら、
効果や課題を共有し、

より良い活動展開・水平展開につなげていく

コンテンツの提供

～関係者がそれぞれエンパワメントされる関係～



＜TAF＞プロジェクトがどのような効果を
もたらしたのか、評価したい！

＜地域＞ コミュニティの破壊・孤立化・震災後のストレス・
食生活の課題・パートナー団体の活動の衰退

味の素（TAF）が、
被災地支援を検討

評価Ⅰ：一緒にまとめようプロジェクト（プロジェクトの第三者評価）

料理教室参加者
（アンケート調査）

パートナー団体
（アンケート・インタビュー調査）

レシピデータ
（献立・栄養分析）

TAFスタッフ
（インタビュー調査）

社員ボランティア
（活動記録の分析）
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図 ２ ふれあいの赤いエプロンプロジェクト アクションリサーチフロー図
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２０１１年３月 東日本大震災発生

「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」の開始

第三者評価として研究者が評価チームを結成

＜TAF＞コロナ下でできる活動を検討

２０20年 新型コロナウイルス感染症の感染拡大

＜地域＞ 実施していた料理教室の中止・活動の停滞・・・

料理教室参加者（地域住民）・
パートナー団体への報告会

味の素グループ社員
への報告会

TAF・パートナー団体・
評価チーム連携による学会発表

学び
あい

振返
り

＜評価チーム＋TAF＞ プロジェクト評価の共有（報告会等の開催）
～活動が停滞する中でのエンパワメントの機会の創出、学びを今後に活かす～

 ＜ＴＡＦ＞ これまで作ってきたレシピを「ありがとうレシピ集」として発行、広く配布



自走化や被災地以外での水平展開に向けたさらなるアクションの必要性

具体的な事例を通じた効果の明確化と蓄積したノウハウを活かした支援者支援や活動のための方策の検討
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度 評価Ⅱ：一緒にまとめて、みんなに伝えようプロジェクト

（フォローアップ調査）

パートナー団体種別や地域性から見た効果と
運営ノウハウの具現化

支援提供側の
運営ノウハウの具現化

レシピ集などコンテンツの有用性の評価と活用法の検討

・男の料理教室当事者へのFGI

・パートナー団体の事例分析（２３５団体の分類・１３事例の分析）

・インタビュー調査の再分析（福島、社協、食改等）

・福島：自治会活動での住民へのFGI、及びアンケート調査

・ありがとうレシピ集分析
（被災地住民・パートナー団体・二次利用者）

・TAFインタビュー分析
・料理教室の衛生管理評価

２
０
２
２
～
２
０
２
3
年
度

Ｔ
Ａ
Ｆ

後
方
支
援
（研
修
会
等
）

＜評価チーム＞報告会での気づきとコロナ下での活動展開、新たな活動展開を踏まえたさらなる評価の実
施

図 ３ ふれあいの赤いエプロンプロジェクト アクションリサーチフロー図

報告会での気づき・・・

評価チーム・TAFによる、料理教室参加者（地域住民）・パートナー団体への報告会学び
あい

＜地域＞

パートナー団体による

自主活動の開催

B：食生活改善推進員など

被災地以外での新たな取

組

A：報告会を受けてパート

ナー団体の活動への

意識の変化・活動再開



パートナー団体（種別・地域性）
代表１３事例

自治体・食改（陸前高田、南三陸、亘理、広野）
社会福祉協議会（山田、東松島、富岡）
男の料理教室 （陸前高田、山田、東松島、広野）

生活協同組合（岩手）
自治会（東松島、下神白、双樹会）
福島県原発事故避難地域

図 ４ ふれあいの赤いエプロンプロジェクトからの学び

支援提供側

① 組織の理念・方針・体制
② 従事スタッフの資質・考え・姿勢
③ 料理教室の衛生管理
④ 料理教室のレシピ

後半（継続のニーズがあれば）

⑤ 引継ぎ・人材育成
⑥ コンテンツ・調理道具の提供

⚫ 参加者の心身の回復
⚫ 社会参加の機会の創出
⚫ 食への意識の変化
⚫ コミュニティの構築・再生

（コミュニティレジリエンス）

⚫ パートナー団体の活動の
活性化

＜地域の課題＞
⚫ 避難生活による孤立化

※特に男性
⚫ 仮設住宅での不十分な

 調理環境
⚫ 食への意識の低下

活動による効果

＜活動目的＞
⚫ 新たなコミュニティの再生
⚫ 住民同士のつながりづく
り

⚫ 男性の孤立予防
⚫ 食生活の改善

⚫ 社会的ネットワークの強化
⚫ 被災後の不十分な環境下
での活動におけるインフラ
の改善

⚫ 地域のリソースや能力を
強化・見える化

活動による地域への影響

運営ノウハウ
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【目的】

・東北での復興応援プロジェクトからの学び

・TAFの実践活動と新たな展開
「いつも」（平常時）から食の力によって心身の健康を保ち、料理
教室の活動を通して人と人のつながり、地域のつながりを強化する
ことで、「もしも」（災害時）の応急対応・復旧対応をスムーズに
し、減災につなげることを目指した活動。

・参加者との意見交換により、今後の活動のヒントを得る。



【発表者】

 木下 ゆり 1）2） 三浦 優佳  3）  原 裕樹 3）    山田 幹夫 3）    齋藤 由里子 3）

 久地井 寿哉 2） 黒田 藍 2）4）   福田 吉治 2）4）  

1）東北生活文化大学短期大学部 2）ふれあいの赤いエプロンプロジェクト評価チーム

3）公益財団法人味の素ファンデーション 4）帝京大学大学院公衆衛生学研究科

『どんなときも♪レシピ』と「食の防災」の啓発活動の取組

～東北復興応援事業「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」からの展開～



公益財団法人 味の素ファンデーションとは

●味の素㈱が2017年に設立
●公益財団法人→官民連携しやすくすることが狙い

●食と栄養に関する４つの事業を運営

●国内外のコミュニティの持続可能な自立を支援

AIN
プログラム

Ajinomoto foundation’s 
International Nutrition 

program

（1999年~）

ベトナム
栄養制度創設
プロジェクト
（2009年~）

被災地復興応援
ふれあいの
赤いエプロン
プロジェクト
（2011年~）

ガーナ
栄養改善
プロジェクト
（2009年~）
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「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」

2011年3月11日

東日本大震災 発災

同年10月～

「いっしょに作っていっしょに食べる」を

コンセプトにした参加型料理教室

＜目的＞ ・食生活の改善

・被災地のコミュニティづくりを通じた復興
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8年半の活動実績
開催市区町村数 東北3県51市町村

参加人数 延べ 54,434人
（多くが高齢者）

実施回数 3,771回

ボランティア参加人数 延べ 3,349人

地域のパートナー 約300名

※2020年3月末実績

「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」

行政栄養士、 食生活改善推進員、
社会福祉協議会、NPO、生協など

2011年～2020年

スタッフ直接派遣型の

料理教室は終了

2021年～現在

・料理教室自主開催(46団体）の後方支援

・全国で「食の防災」の自助・互助力向上に向けた

  啓発活動も展開
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研究者チームによる客観的評価

2019年度～研究者が参画し、アクションリサーチによる評価の結果、

「破壊されたコミュニティや人々の繋がりを復活するための

『人々のこころと身体を元気にする』画期的な介入モデル」であったことが示された
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東北の8年半で学んだ「食べること」の価値

「食べること」は体の栄養だけではなく、心の栄養、人と人の繋がり等、様々な価値がある

→ それなのに、、、



冷えて硬いものばかりで
食欲が落ちた

野菜を食べてない
ので便秘をしている

13

災害が起きると、被災地では何十年も
「食と栄養」の問題が繰り返されている、、、

例えば避難所では・・・
菓子パン、おにぎり、カップ麺、

揚げ物中心のお弁当等、

炭水化物中心の食事が何か月も続く

最悪の場合、

災害関連死に

繋がるリスクも



14出展：JICA 災害の発生後、緊急援助から復旧、防災の事前投資まで、切れ目のない支援を
https://www.jica.go.jp/activities/issues/special_edition/special02.html

災害マネジメントサイクル

東北での学びを活かし、「食の防災」の支援活動へ

応急対応→復旧復興→防災の事前投資まで

切れ目のない活動によって、災害による負担を軽減
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2020年以降の主な活動内容

自
助
・
互
助

共
助
・
公
助

「食の防災」啓発講演＆ワークショップ（目的：地域の官民連携力向上）

＋
ワークショップ

・災害時の食の実態、課題
・官民連携の重要性 を認識

講演

・備えを考える機会
・いつもから地域で官民が繋がるきっかけ

・パートナー団体の料理教室等の
自主開催の後方支援
（料理教室研修会・講演会）

・ 「ありがとうレシピ集」の制作・配布

・「どんなときも♪レシピ」冊子制作
・YouTube動画、メールマガジンの発信
・どんなときも♪レシピ講習会

東北エリアの
復興支援

食の防災
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累計約71,000部
（2021年4月～）

累計約61,000部
（2019年4月～）

累計約27,000部
（2021年10月～）

いつも     もしも

自
助
・
互
助

共
助
・
公
助

栄養バランスチェック
ホワイトボード 「もしも」の

自助・互助支援用
食の防災冊子
『どんなときも♪

レシピ』

2024年9月完成に
向け準備中

「災害時の食と栄養
支援の手引き」

１．新ツール「どんなときも♪レシピ」冊子制作
【目的】
・食の備えを自分ごととして感じて
もらい、第1歩を踏み出すきっかけと
なる冊子にする
・無理ない圧迫感のない内容で、
ポジティブに楽しくアクションに繋げる
（「防災」のタイトルは避ける）

※「食と栄養」の防災の書籍は
意外と少ない【次項】

【ターゲット】
・防災の大切さはわかっているけど、
重い腰があがらない人
・料理があまり得意ではない人
・地域で食の備えを薦めていきたい
組織・団体

【内容（案）】
・どんなときもレシピ（例：ライフライン
が止まってもカセットコンロの備えがあれ
ば、簡単にできる）
・「もしも」のお役立ち情報
・被災者の体験談（赤エプ） 等

仮版
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防災の本は「食や栄養」に関する記載が少なく、
栄養面が詳しく紹介されている本は難しすぎて、一般向けには受け入れられにくそう、、、

１．新ツール「どんなときも♪レシピ集」冊子制作
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１．新ツール「どんなときも♪レシピ集」冊子制作

9月完成予定
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２．YouTube動画制作

どんなときも♪レシピ 調理動画
じいじの簡単クッキング

（どんなときも♪レシピ編）
ショート動画

【さば缶マリネ】#火
を使わない #さば缶 #
料理 #cooking #簡単レ
シピ#備蓄食品#缶詰 
(youtube.com)

https://www.youtube.com/shorts/FCeDCLICVuk
https://www.youtube.com/shorts/FCeDCLICVuk
https://www.youtube.com/shorts/FCeDCLICVuk
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３．メールマガジンの発信

どんなときも♪レシピ 「もしも」のお役立ち情報



４．「どんなときも♪レシピ」講習会
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2023年9月の岩手県大船渡市でのテスト開催では
被災経験のある地域ということもあるが、想定以上の
高評価をいただき、災害時の食についての関心も高い
ことも実感。
→ 24年9月～本格稼働に向け、ブラッシュアップへ

食改・生協等が地域住民向けに対しての
料理教室やイベント等で活用してもらえれば、

自助・互助力の向上に繋がる

重点取り組みとして、自助・互助領域での
「食の防災」啓発を主目的とした調理自習形式の新講習がスタート！（2024年6月～）
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6月14日大江町研修会の様子

「どんなときも♪レシピ」講習会

8：30～10：00 事前準備（会場設営、調理器具・食器洗浄、食材準備）

4～5名の皆さまにお手伝いをお願いします。

10：00～10：10 ご挨拶、オリエンテーション

10：10～10：30 「講話」　パワポ資料を活用

10：30～10：50 冊子「どんなときも♪レシピ」概要説明

10：50～11：00 調理実習レシピの説明

3メニューを予定しています。

11：00～11：10 動画視聴

YouTubeにアップしている動画をご視聴いただきます。

（休憩）

11：20～12：40 調理実習＆試食＆後片付け

12：40～13：20 アンケート記入、反省会

４．「どんなときも♪レシピ」講習会



今後の検討ポイント
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「どんなときも♪レシピ集」冊子 に関してのアイデア

➀どのような場所、シーン、団体に対してお役立ちできそうか？

＆どうやって世に広めていくか？？

・「ありがとうレシピ集」の配布先（第2弾が出ました！）

・どんなときも♪レシピ講習会 や 料理教室研修会、食の防災の講演・イベントでの配布

・HPからの要請、学会等での配布（被災地の能登でも活用）

→現状では上記が中心となる見通しですが、他にもアイデアがあれば是非！

➁「どんなときも♪レシピ集」冊子 に盛り込むと面白いのでは？

➂防災に興味のない人達にどうやったら手に取ってもえるか？



東北での「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」を通じて得た学びを踏まえ、

「食の防災」の啓発活動という新たな事業展開を進めています。

是非、本日ご参加の皆様との意見交換を通じ、

今後の活動のヒントをいただければ幸いです。
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